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 論文内容要・旨

 排卵を目的とする卵巣移植は,すでに19世紀末から行われて居り成功例の報告も散見され

 るがrecipienヵ個有の卵巣からの排卵を否定する開らかな証明のないものや偶発的と、思わ

 れるものが多ぐ,一般には臨床上応用に足る成果はもとよ1り動物実験に於いてさえも期待し縛

 る成果は得られていない。卵巣欠落症状に対する治療のための卵巣移植はしばしば行われその

 効果が認められているが移槙卵巣から排卵を得ることは殆んど不可能であるとさえ云われて来

 た。筆者は家兎を用いて撰卵を目的とする卵巣移殖を試み,見るべき成果をあげ傅たので慈に

 報告する。

実験方法

 動物は2・000～2.5001rの比較的若い成熟雌家兎を使用し,移植に先だつて両側卵巣を

 摘出し子宮卵管角に近い子宮広鍛媛の前葉後葉の間にポケットを作って左右1個ずつ卵巣を移』

 櫃した。

実験成績

 1)移植片の大きさに対する検討滴出した卵巣をそのま玉移植したものブ部分移植したもの,

 切片移植したものの5群について50臼及び50日後の肉眼所見と組織所見を観察したが切片

 移植したものが最も成績が良かったので以下実験はこの方法で行った。2)移植片の凍結卵

 巣切片を一79℃と一55℃で各々24時間凍結した後移植したが50日後及び70日後の所

 見では後者の方が幾分成績が良かった。5)移植後葛城$.の投与生切片移植を行った後,

 疏蟻S.40i.u.を4日1回5β間静注及び皮下注射した。静注したものでは90日後,

 自家移植で46個中,残存卵巣は6個で最も成績が良く組織所見では6例中,卵胞を認めたも

 の5働変性のないもの2例であった。同種移植を行ったものでは5欄残存しごれに過排卵処

 置を加えたところ,2例が過排卵を起した。皮下注射したもので90繊後に自家移穂で8例中

 2例車同種移植で8例中,1例の残存を認めた04)dOnorに発域S.を淀射した後の移植

 移檀片に活性を与える目的で移槙前donorにP.琉S.1日40i噴・を朝夕2回に分けて5

 日間皮下注射してから移植を行ったところ5e日で全例が吸収されて残存1卵巣は無かった。5)

 活養期間延長に対する試み移植後50日膏に開腹して肉眼的に残存していたものにP.域S.

 40i・u・を窪目1回5日間腹部皮争に浬射して活着期間の延長を試みた。移植後り2D日日
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 に自家移殖で5例中4例,同種移植では5例中り例残存し,組織所見では何れも血管新生良好で

 変盤のな1ハ卵胞を認めた。6)凍結と兄M.8.の憐用卵巣切片を一55℃24時間凍結して移植

 し,翌日から乳M.s.40i・u・を1日1回5El間静淫したところ90日目に目家移櫃で8例中,2

 例が残存したがこの中1例は変性が強く,勉の4例では塩管新生も良好で変性のない卵胞も認め

 た。同種移植では1例残存したが変性が強かった。

蓑
話

考按

 同種移植が成功し難いのは移植組織と被移植組織の間に起る抗原抗体反応によるものと想定さ

 れi凪munoエogioαlaoquiredtole℃a鷺。㊧の理論などからも縁定されるが抗体を証

 明した報告は数少く殆んど実証されてい疎い現状であり逆に抗体はないと云う奢もある。臓暴の

 活着に政管侵入は必要でなく体液で養われるという報皆があ幻眼傍,脳内等の移植成功例がある

 が,他方晩管に富む組織に於いて成功している例も多い。Ribber七は組織学的研究で全卵巣

 移植では中心部から退行変性に陥ると云い白膜は血管侵入を阻害すると云っているが,筆者の実

 験でも切片移植が最も残存率が良く無智侵入が卑好であったことから考えると,活着には晦管侵

 入による栄養補給が必要と考えられる。叉,移植後発M.s.を漉射したもの殊に静注したものは露

 家移植に於いて最も成績が良く同種移植に於いても比較的長期間残存し過排卵惑えも起し徳たが

 活着しなかったものではむしろ早期に無くなってしまう様な傾向にあった。叉,活着したものに

 丑嫉8.を追加投与して活着期間の延長をみたがdo且orに予めP.M.S.を注射してかいたもので1

 は最も残存率が悪かったがこれは局所反応が一顧強烈に趨るためと思われる。これらのことから

 丑域S.は植えた卵巣と槌えられた組織の闘に起る反応を高めることがあるとはいえ塩管新生を

 促す様な方殉に働くものと思われるQ叉,比較的良媒だつた凍結と靴域8。の併用は期待に反し

 て成績が良くなかったが,凍結によって活藩が1週間遅れるという報告がありと.の潜伏潮に反応

 出来ない状態にあったとすれば当然のことかもしれない。

結論

 1)移植片の大きさに対する検討を行ったが自家移植,同種移植ともに切片移植が,全卵巣移

 殖が}全卵巣移殖,部分移植に比し成績が良かった。2)移植片を凍結したものでは一55℃24

 時間凍結したものでは噺79℃24時間凍結したものより幾分良俗様に思われた。3)移植後発嫉
 S.を5日間注射したが簿注した場合,殊に自家移殖で最も成績が良く同種移植でも長期活着を一
 認めた。皮下注射し允もゐでも対照に比して成績は良好であった。4)dOnorに予め丑域s.
 を注射したものでは最も成績が悪かった。5)活蒼した岡櫨移植例に90日後に過排卵処置を加

 えて過排卵を起し得た06)活着したものには既M.8畢を追加投与して活潜1期間の延長を養な0
 7)凍結とP.M」S.注射を併用したものでは期待に反して成績はあまり畏くなかった。
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 審査結果の要旨

 卵巣移植の研究は数多く存在するか卿)殆んどが卵巣の本ルモン分泌を期待して行われたもので

 あ夢,譲非野拶を目的としてグ)移植を企緩した論文は少なレ・。しカ、も,逼法に於て卵巣移殖に成功し

 たと言う報告も之を仔細に検討すると,信頼し縛るものは皆無である。

 筆者は,卵巣の攻い婦人でも妊娠せしめたいと習う考えの下に,卵巣移植の可否を検討すると

 共に,移植成功例で排卵の可能であることを確証している。実験はすべて,家兎を用いているが,

 之は家兎以上の動物では一般に移植困難であ鉱家兎で成功した譲実は入間に移しても朧魅が
 が大きいと苫う理由κ基づくものである。

 実験成績を概括すれば次の如くである。

 1)移殖留片の太さを鷺家移植実験で検討したところ,卵巣1数のまま及び部分切除したもの

 の活着は悪く,1薄い切片をしたとき最もよくセ舌着した。

 2)移植の際,鈎片を凍結すると濡者率が高まると言われているので,移植に先立ち切片を一

 79℃及び一55℃に夫々24時間凍結して見た。之によって活着率の顕著友向上は認められな

 かったが,一55℃凍結の方が幾分成績が良かった。

 5)筆者独目の方法として,reoipie訟七に妊、鴇血清ゴナドトロピンを投与することを試み

 た。即ち隼切片移植後妊馬血清ホルモン40単位宛1日1回5落間静注叉は皮下注するに,自家

 移植に静注したものでは窪6㈱のうち6鰯が90日後まで残存した。ζの6鰯のうち5腿に卵月包

 を認めた。樹種移植に静注したも0)では5鯉が残尊し,之に過排卵処置を加えたところ2燗に過

 排卵が逸った。皮下溢射では効率が稍々劣吟,自家移植で81箇中2燭,同種移植で81間中11圃が

 残存した。

 4)do且orに妊馬血清ゴナドトロピンを減射して後卵巣を摘出し,之を移植した成績では

 5e臼で全例が吸収されてしまった。

 5)移植後50日目に一旦開腹して・肉眼的に残存卵巣を認めたものに妊馬血清ゴナドト・ビ

 ンを5日闘皮下淫射すると自家移檀の5例では120日後にも1例の活着良好例を認めた。同種

 移植の5例でもコ例に窪20β以.上の主導を確認した。

 以上の実験から,移樋後reoipie}誌に妊1馬血清ゴナド}qビンを静注することによ鋳同種

 移殖でも活着率を高めることが可能であり評爵着後,妊馬1敷溝ゴナドトロピンを皮下注射するこ

 とにより活着卵巣の生命を延長せしめることも可能であることが判った。尚かくして活着した卵

 巣から排卵せしめることも出来た。この碕究成績は卵巣欠如婦人に他人の卵巣を移殖し,それか

 ら排卵される卵を蕊床させる可能性を実証したこと1てなる。

 よって本研究は学位を授与するに値するものと判定する。
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